
＜学校教育目標＞

あすをひらく

＜重点目標＞

３つの力を高めよう

牧之原市立地頭方小学校学校だより Ｒ２．３．１７

「３つの力」を高めた令和元年度！「３つの力」を高めた令和元年度！
～「じぶん力～「じぶん力」」「つながり力「つながり力」」「かいけつ力」の育成～「かいけつ力」の育成～

令和元年度は特別な年でした。平成３１年から令和元年へと新しく年号が変わり、祝日

も多く、普段目にしない宮中行事も行われた、日本の節目の年でした。

そして、年度末になって起こった「新型コロナウイルス感染症」の世界的な流行。現在

も、国を挙げて「感染拡大防止」に取り組む中で、学校も未曾有の事態に直面し、苦渋の

緊急措置をとらざるを得なくなりました。どんな時も、子供たちの安心・安全を第一に考

え、対応を進めてきたつもりですが、困惑することも多い中、御家庭の皆様、地域の皆様

の深い御理解、御協力と柔軟な御対応に深く感謝申し上げます。感染拡大防止のため、３

月３日からの臨時休業、最終参観・懇談会の中止、卒業式の規模縮小、離任式の中止とい

う対応をとらせていただきました。修了式は、全児童が教室で全校放送による校長の話を

聞き、式終了後、校長が各教室を回って修了証書、梅の芽賞等を授与するという形にしま

した。臨時休業中の家庭訪問では少しでも子供たちに会えて、職員も安堵いたしました。

本来ならば、今年度がんばってきた子供たちと感謝と感動のフィナーレをつくるはずだ

った日々が消えてしまったのは、筆舌尽くしがたい無念さと寂しさがありますが、健康安

全第一であり、今は、とにかく子供たちはもちろん、すべての皆様が安全で健やかな毎日

を送り、４月からの令和２年度がすばらしいものになるよう、祈念しております。

今年度の重点目標「３つの力を高めよう」に向かって、この１年、子供たちは一生懸命

取り組んできました。日々の授業や活動の中で「じぶん力」「つながり力」「かいけつ力」

の３つを子供たち自身が意識し、自分から進んで取り組んだり、友達と協力して活動を進

めたり、友達の思いを共感したり、問題を自分たちで解決しようと考え合ったりした姿が

随所に見られました。様々な体験を通して、子供たちは大きく成長しました。

これも御家庭や地域の皆様が、学校の取り組みを御理解していただき、御協力くださっ

たおかげです。ありがとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。

地頭方小学校職員一同

＜榛原地区教育協会主催各種コンクールの特選者も教室で表彰されました＞

書き初めコンクール特選 １年 増田 湊太 ２年 増田 小夏

３年 飛澤 文音 増田 美希

６年 大池 和音 増田 りか 大窪 澄怜

宮本 結愛 矢野 瑛也

教育美術展コンクール特選 ３年 飛澤 文音 ５年 橋口 瑠華

６年 池田夕莉奈 矢野 輝一 宮本 結愛

読書感想画コンクール特選 ５年 石神 龍羽



２月２８日(金)に「６年生感謝・感動・思い出の会」を行いました。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催が危ぶまれましたが、全

児童が一同に体育館に集まらず、各学年毎、６年生への感謝の出し物を

披露して、バトンタッチする形を取りました。

５年生がこの会の名前を決め、当日まで企画・準備を進めてきまし

た。急な変更にも前向きに対応した見事な運営ぶりで、６年生へ感謝の

気持ちを伝えました。各学年の発表では、それぞれの学年での出来事を

劇や呼びかけにしたり、６年生への感謝の想いを発表しました。見てい

る６年生も本当に楽しそうで、その学年の頃のことを思い出しながら、

笑顔で発表に見入っていました。また、５年生の立派な運営ぶりに、来

年度最上級生になるやる気を感じ、安心して任せられることを期待でき

る会になりました。まさに感謝・感動いっぱいのひとときでした。

～令和２年度４月の教育活動予定～
4/ 7(火)新任式、始業式

入学式準備(新5,6年生弁当)
8(水)入学式(新2,5,6年弁当)
9(木)短縮4時間給食なし集団下校11:50
10(金)給食開始 心電図検査(新1,4年)
13(月)身体測定
14(火)避難訓練、PTA評議員会
16(木)６年全国学力学習状況調査
17(金)通学班別集会、集団下校
18(土)授業参観・PTA総会・懇談会 弁当
20(月)代休
21(火)～24(金)家庭訪問

短縮４時間給食あり 下校12:55
27(月)28(火)家庭訪問

短縮５時間給食あり 下校13:55
（各活動実施の変更時は連絡いたし

ます。）
梅太郎博士と梅の花→

２月２０日（木）に、本校のスクールカウン

セラー松本葉留美先生による「６年生思春期講

座」を行いました。

思春期を迎えた子供たちの人間関係における

不安や悩みを取り除き、周りの人と楽しく気持

ちよく生活できるよう、お互いにカウンセリン

グ体験をする学習に取り組みました。体験を通

して、相手を尊重して傾聴し、理解し合おうと

することの大切さを感じ取った子供たちです。

松本葉留美先生は、来年度も本校でスクール

カウンセリングを

してくださいま

す。今年度も多く

の方が御活用くだ

さいました。来年

度もよろしくお願

いいたします。


